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[背景・目的] 近年、妊婦のフルクトース摂取による次世代への悪影響が懸念されてい

る。以前我々は妊娠・授乳期に母獣にフルクトース水を与えると、仔ラットの神経エス

トジオール合成系が変化することを報告した (Nutr Res (2015), Endocr Res (2016))。
そこで本研究では母獣フルクトース摂取が末梢内分泌器官のステロイド合成に及ぼす

影響を調べた。実験では母獣ラットの妊娠・授乳期に 20%フルクトース水を与え、仔

ラット（21 日齢）の卵巣エストラジオール合成の変化を調べた。 

 

[対象・方法] 母獣ラットに妊娠直後から授乳期にかけて通常水あるいは 20%フルクト

ース水を与えた。卵巣は２１日齢ラットから摘出した。mRNA 量は real-time PCR で

解析した。エストラジオール濃度は ELISA で調べた。 
 
[結果] フルクトースを与えた母獣から生まれた仔ラット（F ラット）の血中エストラジ

オールを定量したところ、対照群仔ラット（C ラット）に比べ有意に低いことが分かっ

た。次に卵巣ステロイドホルモン合成酵素 mRNA 量及びタンパク量を解析した。その

結果エストラジオール合成系分子である、StAR 及び P450(17α)の mRNA 量が C ラッ

トに比べ約 60％に減少し、タンパク量の減少も観察された。そして mRNA 量に変化は

なかったが P450arom タンパク量の減少が見られた。また F ラット卵巣ではエストロ

ゲン受容体の発現が低下しており、エストラジオールシグナルの低下が考えられた。事

実、エストロゲン受容体の転写ターゲットであるプロゲステロン受容体 mRNA 量は約

50%に減少していた。 
 
[結論] 妊娠期フルクトース摂取は、次世代のエストロゲン合成・シグナルの低下を引

き起こすことが分かった。仔の生殖機能が母親のフルクトース摂取により害される可能

性が考えられる。  


